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岩
屋
寺
蔵
『
高
僧
傳
』
に
お
け
る
鼻
音
韻
尾
の
表
記
と
そ
の
加
点
態
度
に
つ
い
て

中 

野　

直 

樹

キ
ー
ワ
ー
ド
：
高
僧
傳
／
訓
点
資
料
／
日
本
漢
字
音
／
鼻
音
韻
尾
／
声
点

⇒

参
考
図
版
（
岩
屋
寺
蔵
『
高
僧
傳
』
巻
一
序
文
冒
頭
）
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１
：
は
じ
め
に

か
つ
て
本
邦
人
は
、
唐
土
か
ら
輸
入
し
た
漢
語
を
位
相
の
差
は
あ
れ
ど
も
日
本
語
の
音
節
構
造
に
応
じ
て
発
音
し
、
ま
た
様
々
な
表
記

形
で
こ
れ
を
表
し
た
。
本
稿
で
取
り
あ
げ
る
鼻
音
韻
尾
も
同
様
で
、
そ
の
発
音
と
表
記
形
は
、
中
古
以
来
様
々
な
変
遷
を
見
た
。

仏
典
・
漢
籍
共
に
、
院
政
期
頃
ま
で
は
原
則
と
し
て
漢
語
原
音
に
対
応
す
る
形
で
鼻
音
韻
尾
を
書
き
分
け
て
い
た
が
、
こ
の
漢
語
原
音

に
即
し
た
鼻
音
韻
尾
（
特
に
m
・
n
韻
尾
）
の
書
き
分
け
は
鎌
倉
時
代
中
期
に
は
殆
ど
の
資
料
で
混
乱
し
、
一
部
保
守
的
な
資
料
を
除

い
て
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
）
1
（

。

本
稿
は
、
院
政
末
期
か
ら
鎌
倉
初
期
頃
の
訓
点
を
有
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
、
岩
屋
寺
蔵
『
高
僧
傳
』
に
お
け
る
鼻
音
韻
尾
の
表
記

と
そ
の
加
点
態
度
に
注
目
し
、
そ
れ
が
日
本
漢
字
音
史
上
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
ら
れ
る
も
の
か
、
ま
た
、
本
資
料
の
訓
点
加
点
時
期
は

い
つ
頃
な
の
か
に
つ
い
て
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。

２
：『
高
僧
傳
』
に
つ
い
て

２
‐
１
：『
高
僧
傳
』
の
内
容
と
諸
本
等
に
つ
い
て

『
高
僧
傳
』
は
、
梁
代
に
釈
慧
皎
が
当
代
以
前
に
存
し
た
僧
伝
の
類
の
不
足
を
補
う
た
め
、
後
漢
の
永
平
十
年
（
67
）
か
ら
梁
の
普
通

三
年
（522

）
ま
で
の
高
僧
約
五
百
人
の
伝
を
録
し
た
も
の
で
あ
る
（
紀
（2009

）・
定
源
（2015

））。
こ
れ
に
続
く
、
唐
宋
代
成
立
の

僧
伝
と
併
せ
て
、「
三
朝
高
僧
傳
」
と
呼
ば
れ
る
。
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『
高
僧
傳
』
は
、
各
国
に
い
く
つ
か
の
写
本
・
刊
本
の
存
在
が
知
ら
れ
て
お
り
、
日
本
で
は
、
石
山
寺
本
・
興
聖
寺
本
・
興
福
寺
本
・

金
剛
寺
本
・
西
方
寺
本
・
聖
語
蔵
本
・
四
天
王
寺
本
・
新
宮
寺
本
・
七
寺
本
・
妙
蓮
寺
本
（
以
上
、
写
本
）、
岩
屋
寺
本
・
増
上
寺
本

（
以
上
、
刊
本
）
が
現
在
確
認
さ
れ
て
い
る
（
上
杉
（2014

）・
定
源
（2015

）・『
石
山
寺
の
研
究
（
一
切
經
篇
）』（1978

）・『
興
福
寺

典
籍
文
書
目
録
』（1986

）・『
増
上
寺
史
料
集
別
巻
』（1981

）・『
日
本
現
存
八
種
一
切
経
対
照
目
録
』（2006

）
に
よ
る
）
）
2
（

。

右
に
挙
げ
た
諸
本
の
う
ち
、
こ
こ
で
は
訓
点
の
存
在
を
実
見
お
よ
び
先
行
研
究
に
よ
り
確
か
め
得
た
加
点
本
（
四
天
王
寺
本
・
石
山
寺

本
・
興
福
寺
本
）
の
み
確
認
し
て
お
く
（
岩
屋
寺
本
は
次
節
以
降
参
照
。
無
加
点
本
に
つ
い
て
は
、
紀
（2009

）・
定
源
（2015

）
等
参

照
の
こ
と
）。
以
下
に
、
三
本
の
書
誌
情
報
等
を
簡
単
に
述
べ
て
お
く
。

四
天
王
寺
本
は
全
十
巻
の
う
ち
、
一
‐
九
巻
ま
で
が
存
し
て
い
る
。
定
源
（2015

）
は
、
奥
書
に
保
安
四
年
（1123

）
と
大
治
二
年

（1127

）
の
年
紀
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
院
政
期
の
写
本
で
あ
る
と
し
、
そ
こ
に
見
ら
れ
る
訓
点
に
は
、
数
は
か
な
り
少
な
い
が
複
数
の

筆
に
よ
り
朱
筆
で
仮
名
点
・
ヲ
コ
ト
点
（
喜
多
院
点
カ
）・
声
点
・
合
符
・
句
点
の
加
点
が
あ
り
、
墨
筆
で
仮
名
点
・
ミ
セ
ケ
チ
・
訂
正

符
・
合
符
が
加
点
さ
れ
る
と
す
る
（
但
し
、
訓
点
の
加
点
年
代
は
不
明
）。
ま
た
、
氏
は
各
巻
紙
背
の
継
目
三
ヵ
所
ま
た
は
四
ヵ
所
に
、

「
法
隆
寺　

一
切
経
」
と
、
墨
に
よ
る
印
が
あ
り
、
四
天
王
寺
本
は
元
々
は
法
隆
寺
一
切
経
に
蔵
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
指
摘
し
て
い
る
。

次
に
、
石
山
寺
本
で
あ
る
が
、
岩
井
（1938

）・
大
矢
（1909

）・『
石
山
寺
の
研
究
（
一
切
經
篇
）』（1978

）
に
よ
る
と
、
当
該
本
は

十
帖
で
）
3
（

、
奥
書
に
は
、
仁
平
四
年
（1154

）・
応
保
二
年
（1162
）・
長
寛
元
年
（1163

）
の
年
紀
が
存
し
、
訓
点
は
全
て
朱
筆
で
、
仮

名
点
（
音
・
訓
）・
ヲ
コ
ト
点
（
円
堂
点
カ
）・
声
点
・
合
符
・
句
読
点
が
見
え
る
と
す
る
）
4
（

。

最
後
に
興
福
寺
本
で
あ
る
。
こ
れ
は
巻
十
三
の
み
の
零
本
で
、
中
田
（1954:541

）
等
に
よ
っ
て
、
奥
書
に
康
和
二
年
（1100

）
の
年

紀
が
見
え
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。『
興
福
寺
典
籍
文
書
目
録
』（1986
）
に
は
、
興
福
寺
本
は
本
文
・
訓
点
共
に
院
政
期
の

写
本
で
あ
り
、
訓
点
は
朱
筆
で
仮
名
点
・
声
点
・
ヲ
コ
ト
点
（
喜
多
院
点
）
が
加
点
さ
れ
て
い
る
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
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２
‐
２
：
岩
屋
寺
蔵
『
高
僧
傳
』
の
書
誌
に
つ
い
て

岩
屋
寺
蔵
『
高
僧
傳
』（
以
下
、『
高
僧
傳
』）
十
四
帖
（
刊
本
）
は
完
本
で
あ
る
。
次
に
、
本
資
料
の
装
訂
と
寸
法
等
を
示
す
。

〔
装
訂
〕
折
本
。

〔
寸
法
〕
巻
一
‐
十
四 

表
紙
：29.5

‐29.8cm

　

同
匡
郭
：24.5

‐25.5cm

。

〔
行
数
等
〕
一
紙
三
十
行
。
一
折
六
行
。
一
行
十
七
字
（
例
外
有
）。
天
地
に
墨
界
が
有
り
、
行
間
は
無
界
と
な
っ
て
い
る
。

〔
料
紙
〕
麻
紙
カ
。

〔
訓
点
〕
後
述
。

〔
紙
背
〕
巻
三
に
朱
印
有
り
（
判
読
不
可
）。

〔
他
〕  

論
・
賛
・
音
義
が
付
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
（
こ
れ
ら
は
本
文
と
共
に
刷
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
こ
れ
ら
が
付
さ
れ
て

い
る
場
合
で
も
三
つ
全
て
を
備
え
る
訳
で
は
な
い
）。
ま
た
、
巻
六
以
外
の
巻
末
に
は
、
全
て
岩
屋
寺
の
朱
印
が
押
さ
れ
て
い
る

（
印
に
は
「
尾
州
知
多
郡
大
慈
山
巌
窟
寺
大
蔵
典
記
」
と
あ
る
）。

外
題
は
、
巻
一
に
「
高
僧
傳
巻
第
一
」、
巻
二
に
「
高
僧
傳
巻
第
二
」
と
打
付
け
書
き
さ
れ
、
巻
十
四
ま
で
同
じ
体
裁
と
な
っ
て
い
る

（
但
し
、
巻
十
一
か
ら
巻
十
四
に
か
け
て
は
「
巻
」
字
が
書
か
れ
ず
「
高
僧
傳
第
十
一
」
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
）。
ま
た
、
巻
一
か
ら
六

ま
で
は
外
題
の
下
に
「
通
」
と
あ
り
、
巻
七
か
ら
十
四
は
同
じ
く
外
題
の
下
に
「
廣
」
と
あ
る
）
5
（

。

本
書
は
南
宋
思
渓
版
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
）
6
（

、
前
思
渓
か
、
後
思
渓
か
は
今
の
と
こ
ろ
分
か
ら
な
い
。
前
者
で
あ
れ
ば
、
刷
り
は
北
宋
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末
期
か
ら
南
宋
紹
興
二
年
（1132

）、
後
者
で
あ
れ
ば
淳
祐
年
間
（1241-1252

）
と
考
え
ら
れ
る
）
7
（

。
本
文
全
体
に
詳
細
な
訓
点
が
加
点
さ

れ
て
お
り
、
本
文
の
頭
注
に
は
漢
籍
お
よ
び
韻
書
に
よ
る
書
き
込
み
が
見
ら
れ
る
）
8
（

。

ま
た
、
巻
五
・
七
・
十
・
十
二
・
十
三
に
弘
安
四
年
（1281

）、
巻
十
四
に
弘
安
四
年
・
永
仁
元
年
（1293

）
の
年
紀
が
入
っ
た
奥
書

が
存
す
る
。
次
に
そ
の
奥
書
を
示
す
（
字
体
は
通
行
の
も
の
に
直
し
た
。/ 

は
行
が
変
わ
る
こ
と
を
示
し
、〈　

〉
は
後
筆
の
可
能
性
が

あ
る
こ
と
を
示
す
。
奥
書
の
影
印
は
稿
末
に
付
す
）。

巻　

五
：
弘
安
四
年
五
月
十
九
日
一
覧
了　

隠
老
法
助

巻　

七
：〈
仁
和
寺
准
后
御
記
也
〉 / 
弘
安
四
年
五
月
廿
八
日
於
開
田
松
窓
敬
以 / 

披
覧
了
〈
老
隠
法
助
〉

巻　

十
：
弘
安
四
年
六
月
十
九
日
見
之
了
権
化
之 / 

神
異
誠
有
所
以
哉
可
貴
々
々

巻
十
二
：
同
廿
五
日
敬
拝
見
之
了　

法
助

巻
十
三
：
弘
安
四
年
六
月
廿
八
日
拝
覧
了 / 

法
助

巻
十
四
：  

弘
安
四
年
六
月
廿
八
日
一
部
十
四
巻
披
覧
了 / 
願
生
々
世
々
結
法
縁
於
彼
高
僧
耳 / 

沙
門
法
助 /

〈
已
上
開
田
殿
御
自
筆
之
御

日
記
也
〉 / 

此
伝
一
部
十
四
巻
桂
大
納
言
入
道
殿
自
筆
之
点
本
也
末
代
重
宝
輒 / 

不
可
取
出
之
矣
于
時
永
仁
元
年
十
二
月
三
十

日
一
部
奉
転
読
之
了　

経
弁
四
十
八

岩
屋
寺
に
一
切
経
が
施
入
さ
れ
た
の
は
宝
徳
三
年
（1451

）
で
あ
る
が
（
山
本
（1934

））、
こ
の
一
切
経
に
含
ま
れ
て
い
る
本
書
の

来
歴
に
つ
い
て
は
よ
く
分
か
ら
な
い
。
奥
書
に
は
経
弁
と
法
助
の
名
が
挙
が
っ
て
お
り
、
経
弁
は
高
山
寺
僧
で
あ
り
、
仁
和
寺
僧
の
法
助

も
一
時
高
山
寺
に
住
ん
だ
と
言
わ
れ
る
。
従
っ
て
、
本
資
料
は
も
と
京
都
高
山
寺
に
蔵
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
（
山
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本
（1934

）・
上
杉
（2014

）・
落
合
（2015

））。

し
か
し
、
誰
が
本
文
中
の
訓
点
を
付
し
た
か
な
ど
は
、
奥
書
か
ら
は
結
局
分
か
ら
な
い
（
法
助
と
経
弁
の
奥
書
に
は
、「
一
覧
了
」
等

と
あ
る
の
み
で
こ
れ
が
加
点
を
意
味
し
た
か
不
明
で
あ
る
）。
巻
十
四
の
奥
書
に
あ
る
経
弁
の
言
に
よ
れ
ば
、
本
書
の
訓
点
は
桂
大
納
言

入
道
に
よ
る
点
で
あ
る
と
す
る
が
、
こ
れ
ま
た
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
桂
大
納
言
入
道
と
は
、
院
政
期
に
活
躍
し
た
公
卿
の
藤
原
光
頼
を

指
す
）
9
（

。

２
‐
３
：
岩
屋
寺
蔵
『
高
僧
傳
』
の
訓
点
に
つ
い
て

岩
屋
寺
蔵
『
高
僧
傳
』
の
訓
点
に
つ
い
て
は
、
金
水
・
山
田
・
中
野
（2015

）
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
本
資
料

に
は
朱
墨
の
二
種
が
存
し
、
朱
筆
に
よ
る
訓
点
に
は
、
声
点
・
合
符
（
音
・
訓
）・
仮
名
点
）
10
（

・
返
点
・
句
点
・
読
点
・
人
名
符
・
ミ
セ
ケ

チ
が
あ
り
、
墨
筆
に
よ
る
訓
点
に
は
、
仮
名
点
（
音
・
訓
）・
声
点
が
あ
る
）
11
（

こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
二
種
の
訓
点
の
加
点
時
期
に
つ
い
て
は
、
一
見
し
て
朱
筆
が
先
行
す
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
が
、
ま
れ
に
墨
点
の
上
に
朱
点
が

乗
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
こ
で
、
金
水
・
山
田
・
中
野
（
同
）
で
は
本
資
料
の
訓
点
加
点
時
期
を
朱
筆
は
院
政
末
期
、
黒
筆
は
鎌
倉
初
期
頃

と
し
て
幅
を
持
た
せ
た
。
そ
れ
は
、
本
資
料
に
ヲ
コ
ト
点
が
見
え
な
い
こ
と
と
、
本
文
に
加
点
さ
れ
た
声
点
の
体
系
か
ら
判
断
す
る
と
院

政
期
点
と
見
て
も
矛
盾
は
な
い
一
方
で
、
仮
名
字
体
・
返
点
の
形
態
・
字
音
仮
名
点
の
形
態
の
観
点
か
ら
見
る
と
鎌
倉
初
期
頃
点
と
考
え

ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

今
回
は
鼻
音
韻
尾
に
つ
い
て
述
べ
る
の
で
、
金
水
・
山
田
・
中
野
（
同
）
に
よ
っ
て
本
資
料
全
体
の
字
音
の
特
徴
と
そ
の
体
系
に
つ
い

て
確
認
し
て
お
く
。
本
資
料
は
声
点
が
平
声
・
平
声
軽
・
上
声
・
去
声
・
入
声
・
入
声
軽
を
区
別
す
る
六
声
体
系
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら

に
、
有
声
声
母
を
持
つ
去
声
字
に
上
声
点
が
加
点
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
全
濁
去
声
の
上
声
化
が
確
認
で
き
る
。
加
え
て
、
頭
子
音
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に
非
鼻
音
化
が
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
侯
韻
明
母
字
が
模
韻
化
を
示
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
本
資
料
の
字
音
体
系
は
漢
音
体
系
で

あ
る
と
判
断
で
き
る
。

３
：
岩
屋
寺
蔵
『
高
僧
傳
』
の
訓
点
に
見
ら
れ
る
鼻
音
韻
尾
の
表
記
と
そ
の
加
点
態
度
に
つ
い
て

３
‐
１
：‌�
院
政
末
期
・
鎌
倉
初
期
点
を
持
つ
仏
書
訓
読
資
料
（
紀
伝
類
）
に
お
け
る
鼻
音
韻
尾
の
表
記
に
つ
い
て

漢
語
原
音
の
鼻
音
韻
尾
（
‐
m
・
‐
n
・
‐
ng
）
の
三
つ
は
、
宗
派
や
学
統
に
よ
っ
て
院
政
期
に
至
る
ま
で
に
様
々
な
表
記
や
記
号

で
以
て
写
さ
れ
た
。
し
か
し
、
院
政
期
頃
に
至
る
と
典
型
的
に
は
、

‐
m
 ↓
‐
ム 

：
陰
イ
ム　

欽
キ
ム　

衿
キ
ム

‐
n
 ↓
‐
ン 

：
震
シ
ン　

申
シ
ン　

鎮
チ
ン

‐
ng 

↓
‐
ウ
・
‐
イ 

：
荘
サ
ウ　

重
チ
ウ　

刑
ケ
イ　

誠
セ
イ

と
い
う
表
記
形
に
落
ち
着
く
（
右
の
例
は
築
島
（1967

）
に
よ
る
）。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
特
に
m
韻
尾
と
n
韻
尾
の
字
は
、
鎌
倉
初

期
頃
に
は
表
記
が
混
乱
し
や
す
か
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
春
日
（1942

）・
中
田
（1954

）・
沼
本
（1986

・1988

）・
佐
々
木

（2007

）
等
）
）
12
（

。

さ
ら
に
こ
れ
ら
は
、
同
時
代
に
あ
っ
て
も
字
音
直
読
資
料
・
漢
籍
訓
読
資
料
・
仏
書
訓
読
資
料
・
和
化
漢
文
資
料
・
辞
書
・
字
書
・
音

義
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
和
化
の
度
合
い
な
ど
、
資
料
の
性
格
に
よ
っ
て
質
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
（
佐
々
木
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（2007

））。

よ
っ
て
、
本
節
で
は
『
高
僧
傳
』
と
比
較
す
る
為
、
仏
書
訓
読
資
料
の
う
ち
特
に
紀
伝
類
を
取
り
上
げ
、
鼻
音
韻
尾
（
‐
m
・
‐
n
）

の
書
き
分
け
に
つ
い
て
見
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
院
政
・
鎌
倉
期
に
加
点
さ
れ
た
資
料
の
鼻
音
韻
尾
の
書
き
分
け
の
実
態
を
確
認
し
、
そ

れ
と
比
較
す
る
こ
と
で
、
岩
屋
寺
本
『
高
僧
傳
』
の
m
・
n
韻
尾
を
持
つ
字
に
対
す
る
表
記
や
そ
の
加
点
態
度
の
あ
り
方
が
よ
り
鮮
明

に
な
る
と
考
え
た
た
め
で
あ
る
。

ま
ず
、
院
政
期
の
例
と
し
て
、
佐
々
木
（2003

）
よ
り
、
国
立
国
会
図
書
館
蔵
『
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
傳
』
巻
第
三
大
治
元
年

（1126

）
点
に
お
け
る
鼻
音
韻
尾
の
書
き
わ
け
の
実
態
を
示
す
（【
表
1
】）。

表1

‐
m

‐
n

合
計

―ム 10 0 10

―ン 0 3 3

合計 10 3 13

【
表
1
】
か
ら
、
院
政
期
加
点
の
仏
書
訓
読
資
料
に
お
い
て
は
、
漢
語
原
音
に
正
し
く
対
応
し
た
表
記
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
）
13
（

。

こ
れ
は
、
院
政
期
加
点
の
訓
点
を
持
つ
他
資
料
に
お
い
て
も
同
じ
状
況
で
あ
る
。

続
い
て
、
鎌
倉
期
の
加
点
資
料
と
し
て
、
同
じ
く
佐
々
木
（2003
）
よ
り
、
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
蔵
『
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師

傳
』
貞
応
二
年
（1223

）
点
に
お
け
る
、
鼻
音
韻
尾
を
持
つ
字
に
対
す
る
仮
名
点
の
加
点
状
況
を
示
す
（【
表
2
】）。
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表2

‐
m

‐
n

合
計

―ム 53 53 106

―ン 62 375 437

合計 115 428 543

【
表
2
】
を
見
る
と
、
鎌
倉
初
期
に
は
す
で
に
仏
書
訓
読
資
料
に
お
い
て
鼻
音
韻
尾
の
書
き
分
け
が
混
乱
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

こ
の
よ
う
に
、
院
政
期
か
ら
鎌
倉
初
期
に
か
け
て
、
鼻
音
韻
尾
の
書
き
わ
け
は
失
わ
れ
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

紀
伝
類
の
訓
点
に
お
け
る
m
・
n
韻
尾
の
書
き
分
け
に
つ
い
て
の
報
告
は
多
く
は
な
く
、
右
の
資
料
以
外
に
は
今
の
と
こ
ろ
そ
の

実
態
を
詳
し
く
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
字
音
直
読
資
料
や
漢
籍
訓
読
資
料
な
ど
に
お
い
て
も
、
一
般
に
m
・
n
韻
尾
は
院
政
期

表3

‐
m

‐
n

合
計

―ム 396 1183 1579

―ン 32 165 197

合計 428 1348 1776　

n
韻
尾
（
セ
ム
） 
n
韻
尾
（
ク
ヰ
ン
）

m
韻
尾
（
ケ
ム
）

m
韻
尾
（
チ
ン
）
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頃
に
お
い
て
正
し
く
書
き
分
け
ら
れ
て
お
り
、
鎌
倉
期
に
入
る
と
そ
れ
が
混
乱
す
る
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
（
中
田

（1954

）・
沼
本
（1986

）・
佐
々
木
（2007

）
等
）。

３
‐
２
：
本
資
料
の
鼻
音
韻
尾
の
表
記
に
つ
い
て

３
‐
２
‐
１
：
本
資
料
に
お
け
る
鼻
音
韻
尾
の
表
記
の
実
態

本
資
料
の
m
・
n
韻
尾
）
14
（

の
仮
名
点
に
よ
る
表
記
に
は
、「
‐
ム
」
と
「
‐
ン
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
）
15
（

。
本
項
で
は
、
本
資
料
全
十
四
帖

の
鼻
音
韻
尾
の
仮
名
点
表
記
が
ど
の
程
度
漢
語
原
音
に
即
し
た
も
の
で
あ
る
の
か
を
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。
ま
ず
、
本
資
料
に
お
け
る
漢

語
原
音
の
鼻
音
韻
尾
と
仮
名
点
と
の
対
応
関
係
を
【
表
3
】
に
示
す
（
表
内
は
延
べ
数
。
以
下
、
本
稿
の
表
は
全
て
延
べ
数
を
示
し
て
い

る
）。

【
表
3
】
か
ら
、
本
資
料
に
お
い
て
n
韻
尾
に
つ
い
て
も
は
や
書
き
分
け
は
認
め
ら
れ
ず
、
殆
ど
が
「
‐
ム
」
表
記
に
な
っ
て
い
る
こ

と
が
分
か
る
。
m
韻
尾
の
表
記
も
、
本
資
料
の
加
点
者
が
大
部
分
を
「
‐
ム
」
で
表
記
し
て
い
る
に
過
ぎ
ず
書
き
分
け
と
は
言
え
な
い
。

以
上
に
よ
っ
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
本
資
料
に
お
い
て
は
m
・
n
韻
尾
双
方
が
原
音
の
鼻
音
韻
尾
に
対
応
す
る
書
き
わ
け
を
失
っ
て

い
る
。
鼻
音
韻
尾
の
書
き
分
け
は
院
政
期
に
お
い
て
は
未
だ
保
た
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
が
失
わ
れ
て
い
る
本
資
料
の
訓
点

（
墨
筆
）
は
、
鎌
倉
期
に
お
け
る
鼻
音
韻
尾
の
加
点
の
あ
り
方
と
同
じ
状
況
に
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

３
‐
２
‐
２
：
本
資
料
に
お
け
る
鼻
音
韻
尾
の
加
点
態
度

本
資
料
に
お
い
て
、
既
に
鼻
音
韻
尾
の
書
き
わ
け
が
失
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
先
に
確
認
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
資
料
の
鼻
音
韻
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尾
の
仮
名
点
「
‐
ム
」・「
‐
ン
」
と
、
本
文
に
加
点
さ
れ
た
声
点
と
を
併
せ
見
た
と
き
、
そ
こ
に
あ
る
関
係
を
認
め
る
こ
と
が
出
来
る
。

【
表
4
‐
①
】（【
表
4
‐
②
】
に
は
巻
毎
の
対
応
を
示
す
）
）
16
（

に
本
資
料
全
体
の
仮
名
点
と
声
点
の
対
応
を
示
す
。

【
表
4
‐
①
】（
左
欄
の
声
調
は
本
文
に
加
点
さ
れ
た
声
点
に
よ
り
認
定
し
た
も
の
で
あ
る
）

表4‐①

―
ム

―
ン

平声 863 0

上声 207 56

去声 321 132

合計 1391 188　

平
声
＝
「
ム
」

100
％　
「
ン
」
0
％

上
声
＝
「
ム
」

78.7
％　
「
ン
」

21.3
％

去
声
＝
「
ム
」

70.9
％　
「
ン
」

29.1
％

【
表
4
‐
①
】
か
ら
、
平
声
の
声
点
が
加
点
さ
れ
た
字
に
は
「
‐
ム
」
表
記
の
み
で
「
‐
ン
」
表
記
が
見
ら
れ
ず
、
上
・
去
声
の
声
点

が
加
点
さ
れ
た
字
に
「
‐
ム
」
表
記
と
「
‐
ン
」
表
記
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
分
か
る
。
右
表
に
よ
る
と
、
上
・
去
声
の
字
が
「
‐
ン
」
に

な
る
率
が
低
い
よ
う
に
見
え
る
が
、【
表
4
‐
②
】
を
見
る
と
、
巻
七
以
降
は
鼻
音
韻
尾
の
表
記
が
殆
ど
全
て
「
‐
ム
」
表
記
に
統
一
さ

れ
て
し
ま
う
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
よ
う
に
、
巻
六
と
七
を
境
に
、
仮
名
点
の
加
点
方
針
が
変
更
さ
れ
て
い
る
の
で
、「
‐
ム
」
表
記
に

統
一
さ
れ
る
前
の
巻
六
以
前
に
限
っ
て
見
て
み
る
と
、

平
声
＝
「
‐
ム
」

465
字

100
％　
「
‐
ン
」
0
字
0
％

上
声
＝
「
‐
ム
」
79
字

59.8
％　
「
‐
ン
」
53
字

40.2
％

去
声
＝
「
‐
ム
」
82
字
40
％　
「
‐
ン
」

123
字
60
％
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表4‐②

巻一 ―ム ―ン 巻十 ―ム ―ン
平声 102 0 平声 37 0
上声 14 14 上声 10 0
去声 12 41 去声 38 1
合計 128 55 合計 85 1

巻二 ―ム ―ン 巻十一 ―ム ―ン
平声 46 0 平声 53 0
上声 8 7 上声 15 0
去声 15 19 去声 34 0
合計 69 26 合計 102 0

巻三 ―ム ―ン 巻十二 ―ム ―ン
平声 50 0 平声 36 0
上声 10 8 上声 13 0
去声 7 18 去声 10 0
合計 67 26 合計 59 0

巻四 ―ム ―ン 巻十三 ―ム ―ン
平声 98 0 平声 84 0
上声 15 3 上声 31 2
去声 11 9 去声 48 2
合計 124 12 合計 163 4

巻五 ―ム ―ン 巻十四 ―ム ―ン
平声 83 0 平声 9 0
上声 9 17 上声 4 0
去声 9 20 去声 4 0
合計 101 37 合計 17 0

巻六 ―ム ―ン
平声 86 0
上声 23 4
去声 28 16 合計 ―ム ―ン
合計 137 20 平声 863 0

上声 207 56
巻七 ―ム ―ン 去声 321 132
平声 72 0 合計 1391 188
上声 17 1
去声 40 4
合計 130 5

巻八 ―ム ―ン
平声 60 0
上声 25 0
去声 43 3
合計 128 3

巻九 ―ム ―ン
平声 53 0
上声 14 0
去声 24 1
合計 92 1
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と
な
り
、
平
声
と
そ
れ
以
外
（
上
・
去
声
）
で
鼻
音
韻
尾
の
表
記
が
わ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
平
声
点
が
加
点
さ
れ

た
字
が
「
‐
ム
」
表
記
に
統
一
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
全
帖
で
一
貫
し
た
方
針
と
な
っ
て
お
り
特
に
注
目
さ
れ
る
。
し
か
も
、
こ
の
平
声

点
と
「
‐
ム
」
と
の
関
係
は
、
原
音
の
声
調
と
は
関
係
が
な
い
。
た
と
え
、
原
音
の
声
調
が
上
・
去
声
で
あ
っ
て
も
本
資
料
に
て
平
声
点

が
加
点
さ
れ
て
い
れ
ば
、
必
ず
そ
の
字
は
「
‐
ム
」
で
表
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
次
に
例
を
挙
げ
る
。

　

巻
一
：「
勸
」（
平
声
点
）
ク
ヱ
ム　
『
広
韻
』：「
勸
」
去
声
願
韻

　

巻
二
：「
餞
」（
平
声
点
）
セ
ム　
　
『
広
韻
』：「
餞
」
上
声
獮
韻
・
去
声
線
韻

こ
の
作
業
は
声
点
（
朱
筆
）
を
見
な
け
れ
ば
で
き
な
い
作
業
で
あ
る
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

以
上
、「
‐
ム
」・「
‐
ン
」
の
表
記
は
、
巻
六
以
前
に
は
両
表
記
が
見
え
る
の
に
対
し
、
巻
七
以
降
は
【
表
4
‐
②
】
に
も
明
ら
か
な

よ
う
に
、
殆
ど
全
て
韻
尾
に
関
係
な
く
「
‐
ム
」
表
記
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
仮
名
点
に
よ
る
加
点
に
は
、
声
点
を
見
な
け
れ
ば
で
き
な

い
作
業
（
平
声
字
を
「
‐
ム
」
で
統
一
す
る
作
業
）
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
特
に
後
者
は
、
本
資
料
の
訓
点
加
点
順
序

が
、
朱
筆
の
声
点
が
先
、
墨
筆
の
仮
名
点
が
後
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
点
、
重
要
で
あ
る
）
17
（

。

以
上
、
仮
名
点
「
‐
ム
」「
‐
ン
」
は
、
漢
語
原
音
の
韻
尾
と
は
無
関
係
に
加
点
さ
れ
て
お
り
、
本
文
に
付
さ
れ
た
声
点
と
一
定
の
対

応
関
係
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
述
べ
た
。

と
は
い
え
、
本
資
料
に
お
い
て
n
韻
尾
の
字
が
「
‐
ン
」
表
記
さ
れ
る
字
に
は
偏
り
が
認
め
ら
れ
る
。【
表
5
】（
凡
例
は
稿
末
）
に
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表5

通番 本文 韻尾 声点 ン ム 通番 本文 韻尾 声点 ン ム
巻1-6 巻7-14 巻1-6 巻7-14 巻1-6 巻7-14 巻1-6 巻7-14

1 簡 n 上 7 2 6 66 駿 n 去 1 2
2 惋 n 上 4 67 辨 n 去 1
3 遠 n 上 4 1 68 澗 n 去 1 1 2
4 墳 n 上 3 2 2 69 渾 n 去 1
5 尹 n 上 3 3 4 70 煥 n 去 1 1
6 反 n 上 2 71 辯 n 去 1 1 2
7 婉 n 上 2 1 2 72 篆 n 去 1
8 輦 n 上 2 3 73 見 n 去 1
9 蹇 n 上 1 74 聞 n 去 1 2 9
10 隠 n 上 1 2 5 75 蘊 n 去 1
11 澠 n 上 1 76 山 n 去 1
12 叛 n 上 1 1 2 77 畔 n 去 1 1
13 勉 n 上 1 78 遁 n 去 1 1 2
14 悃 n 上 1 79 羨 n 去 1 1
15 懇 n 上 1 1 80 鴈 n 去 1 1 1
16 晩 n 上 1 81 乱 n 去 1 2 4
17 閔 n 上 1 2 82 戦 n 去 1 1 2
18 沔 n 上 1 2 2 83 頓 n 去 1
19 苑 n 上 1 1 1 84 困 n 去 1
20 散 n 上 1 1 85 盥 n 去 1
21 緼 n 上 1 86 患 n 去 1 1
22 旱 n 上 1 87 叛 n 去 ＊ 1
23 侃 n 上 1 1 88 婉 n 去 ＊ 1
24 練 n 上 ＊ 1 89 苑 n 去 ＊ 1
25 文 n 上 ＊ 1 1 90 簡 n 平 ＊ 1
26 鷰 n 去 9 2 1 6 91 春 n 平 ＊ 2
27 郡 n 去 9 1 1 8 92 献 n 平 ＊ 1
28 建 n 去 6 1 9 93 人 n 平 ＊ 3 3
29 鎮 n 去 5 3 94 墳 n 平 ＊ 1
30 歎 n 去 5 1 1 95 鎮 n 平 ＊ 2 3
31 訓 n 去 4 1 2 96 懇 n 平 ＊ 1
32 峻 n 去 3 1 3 97 文 n 平 ＊ 6 5
33 片 n 去 2 98 渾 n 平 ＊ 4
34 弁 n 去 2 99 見 n 平 ＊ 1
35 誕 n 去 2 1 1 100 蘊 n 平 ＊ 1 1
36 俊 n 去 2 1 5 101 山 n 平 ＊ 8 1
37 卞 n 去 2 合計 147 10 67 134
38 諫 n 去 2 1
39 翰 n 去 2 1 1 通番 本文 韻尾 声点 ン ム
40 擯 n 去 2 1 巻1-6 巻7-14 巻1-6 巻7-14
41 讌 n 去 2 2 1 奄 m 上 3 1 3
42 濬 n 去 2 1 2 琰 m 上 2 1
43 春 n 去 1 3 儼 m 上 1 1
44 n 去 1 4 惨 m 上 1 1
45 鷰 n 去 1 5 飲 m 上 1 2
46 献 n 去 1 6 冉 m 上 1
47 憲 n 去 1 7 痰 m 上 1
48 人 n 去 1 8 坎 m 上 ＊ 1
49 恨 n 去 1 1 9 鑒 m 去 5 4
50 胤 n 去 1 3 10 讖 m 去 2 2
51 幹 n 去 1 1 1 1 11 範 m 去 2 1
52 竣 n 去 1 1 12 范 m 去 2 3 3
53 殄 n 去 1 13 朕 m 去 1 1
54 段 n 去 1 2 14 坎 m 去 1
55 貫 n 去 1 1 15 任 m 去 1 5 7
56 岸 n 去 1 1 16 潛 m 去 1 2 6
57 問 n 去 1 4 1 17 豔 m 去 1
58 万 n 去 1 18 斬 m 去 1 1
59 傳 n 去 1 19 含 m 去 1 1
60 練 n 去 1 20 潛 m 平 ＊ 1
61 彦 n 去 1 2 21 含 m 平 ＊ 1
62 舋 n 去 1 1 22 琰 m 平 ＊ 1
63 文 n 去 1 合計 27 4 11 35
64 賛 n 去 1 1
65 浣 n 去 1
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は
、
声
点
が
付
さ
れ
、
な
お
か
つ
「
‐
ン
」
表
記
が
一
度
で
も
出
現
す
る
字
を
本
資
料
か
ら
全
て
集
め
、
そ
の
字
が
出
現
す
る
巻
を
一
‐

六
と
七
‐
十
四
に
分
類
し
、
付
さ
れ
た
声
点
と
共
に
示
し
た
（
同
じ
字
で
あ
っ
て
も
別
の
箇
所
で
は
異
な
る
声
点
が
加
点
さ
れ
て
い
る
字

が
あ
り
、
そ
の
場
合
は
別
々
に
示
し
て
い
る
）。

本
資
料
に
お
い
て
、
n
韻
尾
を
持
ち
、
な
お
か
つ
声
点
が
付
さ
れ
た
字
は
合
計
で

459
字

1331
例
あ
る
）
18
（

。
そ
の
う
ち
、【
表
5
】
に
示
し
た

n
韻
尾
字
84
字
、

157
例
（【
表
5
】「
ン
」
表
記
合
計
欄
参
照
）
だ
け
が
、「
‐
ン
」
表
記
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
n
韻
尾
字
で
「
ン
」
表
記

さ
れ
る
の
は
巻
六
以
前
が
大
部
分
を
占
め
て
お
り
（
巻
一
‐
六
：

147
例　

巻
七
‐
十
四
：
10
例
）、
例
え
ば
、
通
番
26
「
鷰
」
字
な
ど
は

n
韻
尾
を
持
つ
字
だ
が
、
巻
六
以
前
で
「
ン
」
表
記
9
例
、「
ム
」
表
記
1
例
で
あ
り
、
巻
七
以
降
は
「
ン
」
表
記
2
例
、「
ム
」
表
記

6
例
と
な
り
表
記
が
逆
転
す
る
）
19
（

。

こ
こ
か
ら
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
本
資
料
の
仮
名
点
加
点
者
の
巻
一
‐
六
に
お
け
る
加
点
基
準
の
中
に
は
「
‐
ン
」
表
記
さ
れ
る
べ
き

字
が
あ
る
程
度
固
定
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
、
特
定
の
n
韻
尾
字
に
「-

ン
」
で
表
記
す
べ
き
と
い
う
基
準
を
、
加
点
者
が
仮
に
持
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
平
声
点
が
加

点
さ
れ
た
字
に
は
一
度
も
「
‐
ン
」
表
記
が
現
れ
な
い
こ
と
は
や
は
り
重
視
す
べ
き
で
、
声
点
と
の
関
連
は
否
定
す
る
こ
と
は
出
来
な
い

と
考
え
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
鼻
音
韻
尾
の
表
記
と
声
点
と
が
関
連
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
声
点
が
示
す
音
調
（
す
な
わ
ち
、
平
声
点
＝
低
平
調
・
上
声
点
＝

高
平
調
・
去
声
点
＝
上
昇
調
）
が
問
題
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
鼻
音
韻
尾
の
表
記
と
声
点
が
関
連
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
平
声
字
に
は
低

平
調
の
「
ム
」、
上
・
去
声
字
に
は
高
平
調
も
し
く
は
上
昇
調
の
「
ム
」「
ン
」
を
も
っ
て
鼻
音
韻
尾
を
表
記
し
た
と
考
え
る
こ
と
は
で
き

る
。し

か
し
な
が
ら
、
本
資
料
で
は
平
声
点
が
加
点
さ
れ
た
字
に
つ
い
て
は
「
ム
」
で
一
貫
さ
れ
て
い
る
の
で
と
も
か
く
と
し
て
、
上
・
去
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声
の
声
点
が
加
点
さ
れ
た
字
に
対
す
る
鼻
音
韻
尾
の
表
記
は
、
巻
七
以
降
、
声
点
や
本
文
の
字
に
関
係
な
く
全
て
「
‐
ム
」
表
記
で
統
一

さ
れ
て
し
ま
う
。
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
音
調
と
の
関
わ
り
を
考
え
る
の
は
困
難
で
あ
る
。

従
っ
て
、
本
資
料
に
見
ら
れ
る
鼻
音
韻
尾
の
表
記
は
、
音
調
と
は
関
係
が
な
い
も
の
と
考
え
る
。
と
は
い
え
、
こ
の
よ
う
な
声
点
と
関

連
さ
せ
た
鼻
音
韻
尾
の
表
記
を
持
つ
資
料
は
、
こ
れ
ま
で
に
報
告
が
な
く
特
異
で
あ
る
）
20
（

。

４
：
ま
と
め

本
稿
で
述
べ
た
こ
と
は
以
下
の
通
り
。

① 

本
資
料
は
、
漢
語
原
音
に
即
し
た
鼻
音
韻
尾
の
書
き
分
け
を
失
っ
て
い
る
（
墨
筆
に
よ
る
仮
名
点
）。
鼻
音
韻
尾
の
書
き
分
け
が
失
わ

れ
て
い
る
の
は
、
鎌
倉
期
の
加
点
資
料
に
見
ら
れ
る
特
徴
と
同
じ
で
あ
る
。

② 

従
っ
て
、
本
資
料
の
墨
筆
に
よ
る
訓
点
の
加
点
時
期
は
鎌
倉
期
に
入
っ
て
か
ら
の
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

③ 

本
資
料
の
訓
点
は
、
原
音
に
即
し
た
鼻
音
韻
尾
の
書
き
分
け
は
失
っ
て
い
る
が
、
巻
六
ま
で
は
、
平
声
点
が
加
点
さ
れ
た
字
に
は
「
‐

ム
」、
上
声
・
去
声
点
が
加
点
さ
れ
た
字
に
は
、「
‐
ム
」「
‐
ン
」
で
以
て
表
記
さ
れ
や
す
い
傾
向
に
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
加
点
基

準
は
こ
れ
ま
で
未
報
告
で
あ
る
。

④ 

朱
筆
の
声
点
（
平
声
・
上
声
・
去
声
）
に
合
わ
せ
て
墨
筆
の
仮
名
点
（「
‐
ム
」・「
‐
ン
」）
の
加
点
を
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
加

点
時
期
に
つ
い
て
は
、
墨
筆
の
仮
名
点
は
朱
筆
の
声
点
よ
り
も
後
の
加
点
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

⑤ 

声
点
と
関
連
さ
せ
て
鼻
音
韻
尾
を
加
点
す
る
方
針
は
巻
七
か
ら
変
更
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
巻
七
以
降
の
巻
で
は
殆
ど
全
て
の
鼻
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音
韻
尾
が
「
ム
」
表
記
に
統
一
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

以
上
、
本
資
料
の
鼻
音
韻
尾
の
表
記
と
そ
の
加
点
態
度
に
つ
い
て
見
て
き
た
。
本
資
料
の
訓
点
は
加
点
が
極
め
て
密
で
あ
り
、
院
政
・

鎌
倉
初
期
に
お
け
る
国
語
資
料
と
し
て
の
活
用
が
見
込
ま
れ
る
。
そ
の
他
、
岩
屋
寺
本
以
外
の
諸
本
と
の
訓
点
を
比
較
し
、
訓
読
法
の
違

い
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
も
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

ま
た
、
本
資
料
は
奥
書
に
よ
る
と
、
桂
大
納
言
（
藤
原
光
頼
）
に
よ
る
訓
点
が
付
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
（
巻
十
四

奥
書
）。
こ
の
記
述
を
そ
の
ま
ま
取
る
か
ど
う
か
は
、
今
後
研
究
の
余
地
が
あ
る
が
、
学
僧
以
外
の
手
に
よ
る
内
典
の
加
点
資
料
と
い
う

点
か
ら
見
て
も
、
本
資
料
は
非
常
に
貴
重
で
あ
る
。

但
し
、
桂
大
納
言
入
道
は
院
政
期
に
歿
し
て
い
る
の
で
、
本
資
料
に
見
ら
れ
る
訓
点
の
う
ち
、
朱
点
は
院
政
期
点
で
あ
る
か
ら
良
い
と

し
て
も
墨
筆
は
桂
大
納
言
入
道
の
直
接
の
加
点
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。
仮
に
、
現
在
本
書
に
見
ら
れ
る
訓
点
の
祖
点
が
桂
大
納
言
入
道
の

点
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
岩
屋
寺
本
『
高
僧
傳
』
の
訓
点
に
は
鎌
倉
初
期
の
特
徴
が
少
な
く
と
も
墨
筆
の
訓
点
に
は
見
え
て
い
る
訳
で
あ

る
か
ら
、
後
の
加
点
者
が
そ
の
当
時
の
基
準
で
以
て
、
桂
大
納
言
入
道
の
点
を
移
点
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

今
回
は
鼻
音
韻
尾
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
他
の
訓
点
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
る
。

﹇
本
文
注
﹈

（
1
） 

遠
藤（1952

：133-134.162

）は
、
平
安
中
期
に
早
く
鼻
音
韻
尾
の
書
き
分
け
が
失
わ
れ
、
平
安
末
期
頃
再
び
復
活
す
る
と
す
る
。
し
か
し
、
平

安
中
期
に
お
い
て
書
き
分
け
の
無
い
資
料
は
散
発
的
で
、
全
体
の
傾
向
で
は
な
い（
中
田（1954

：993-997

））。
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（
2
） 

金
沢
文
庫
に
も『
高
僧
傳
』が
存
す
る
と
の
こ
と
を
落
合
俊
典
氏
よ
り
御
教
示
頂
い
た（
原
本
未
見
）。

（
3
） 

岩
井（1938

）は
十
巻
十
冊
・
大
矢（1909

）は
本
数
を
十
と
数
え
る
が
、『
石
山
寺
の
研
究（
一
切
經
篇
）』に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
序
録
を
入
れ
て
十

巻
十
帖
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

（
4
） 

訓
点
に
つ
い
て
は
諸
先
行
研
究
い
ず
れ
も
詳
し
い
記
述
が
な
く
、
こ
の
他
に
も
訓
点
が
存
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
訓
点
の
加
点
年
代
は
未
だ
明
ら

か
で
な
い
が
、
大
矢（1909

）で
は
、
石
山
寺
蔵
本『
高
僧
傳
』の
訓
点
が
い
く
つ
か
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
見
ら
れ
る
鼻
音
韻
尾
の
書
き
分

け
を
見
て
み
る
と
、
い
ず
れ
も
原
音
に
即
し
て
加
点
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
加
点
時
期
は
少
な
く
と
も
院
政
期
以
前
の
可
能
性
が
高
い
と
思
わ

れ
る
。
ま
た
、
巻
九
の
奥
書
に
、
醍
醐
寺
本
と
校
合
し
た
と
い
う
記
述
が
見
え
、
か
つ
て
醍
醐
寺
に『
高
僧
傳
』が
存
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

こ
の
他
、
久
安
元
年
写
高
野
山
光
明
院
蔵『
東
寺
一
切
経
目
録
』（『
昭
和
法
寶
總
目
録
』に
よ
る
）に『
高
僧
傳
』十
巻
の
書
名
が
見
え
、
東
寺
に
も

『
高
僧
傳
』が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
5
） 

岩
屋
寺
の
経
函
は
、
巻
一
‐
七
ま
で
を「
天
」函
に
収
め
、
巻
八
‐
十
四
ま
で
を「
人
」函
に
収
め
て
い
る
。

（
6
） 

料
紙
の
種
類
、
版
式
と
岩
屋
寺
一
切
経
の
他
の
経
典
に
付
さ
れ
た
刊
記
よ
り
判
断
し
た
。

（
7
） 

思
渓
版
の
刊
期
に
つ
い
て
は
、
内
藤（1934

：685

）を
参
照
。

（
8
） 

佐
藤（2014

）。
本
資
料
の
頭
注
に
引
用
さ
れ
た
韻
書
の
中
に
は『
東
宮
切
韻
』が
含
ま
れ
て
お
り
、
逸
文
と
し
て
高
い
価
値
を
持
つ
。
ま
た
、
頭

注
に
も
訓
点
が
施
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。

（
9
） 

藤
原
光
頼
は
、
平
安
か
ら
院
政
期
に
か
け
て
活
躍
し
た
公
卿
。
父
は
藤
原
顕
頼
、
母
は
藤
原
俊
忠
の
女
。
葉
室
大
納
言
と
も
。
法
名
は
光
然
、
後

に
理
光
と
し
た
。
天
治
元
年（1124

）生
、
承
安
三
年（1173

）没
。『
平
治
物
語
』、『
今
鏡
』に
光
頼
に
つ
い
て
の
記
述
が
見
え
る（『
日
本
古
典
文
学

大
辞
典
』岩
波
書
店「
藤
原
光
頼
」（
黒
川
昌
享
執
筆
に
よ
る
）。
ま
た
、『
愚
管
抄
』に
光
頼
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
記
述
が
見
え
る（
落
合（2015

））。

「
光
頼
大
納
言
カ
ツ
ラ
ノ
入
道
ト
テ
ア
リ
シ
コ
ソ
末
代
ニ
ヌ
ケ
イ
デ
ヽ
人
ニ
ホ
メ
ラ
レ
シ
カ
」こ
れ
に
よ
り
、
桂
大
納
言
入
道
と
は
、
藤
原
光
頼
そ

の
人
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。

（
10
） 

朱
筆
に
よ
る
仮
名
点
は
、
頭
注
に
限
ら
れ
る
。

（
11
） 

墨
筆
に
よ
る
声
点
は
全
巻
通
じ
て
極
少
数
で
あ
る
。
ま
た
、
墨
筆
に
よ
る
仮
名
点
に
は
後
筆
か
と
思
わ
れ
る
も
の
が
あ
る
。
原
本
調
査
の
結
果
、

巻
一
か
ら
六
ま
で
に
は
少
な
く
と
も
二
筆
以
上
あ
り
、
巻
七
以
降
は
所
々
に
後
筆
が
認
め
ら
れ
る
程
度
で
殆
ど
一
筆
と
判
断
す
る
。
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（
12
） 

規
範
性
の
低
い
資
料
や
角
筆
訓
点
資
料
で
は
、
字
音
の
表
記
が
院
政
期
よ
り
も
早
く
混
乱
す
る（
中
田（1954

）・
小
林（1987

）・
沼
本（1986

）・

佐
々
木（2007

））。

（
13
） 
興
福
寺
蔵『
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
傳
』院
政
期
点
に
お
い
て
も
、
築
島（1967

）が
具
体
的
な
数
は
示
し
て
い
な
い
も
の
の
鼻
音
韻
尾
の
書
き
分
け

の
存
在
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
に
、
興
福
寺
蔵『
高
僧
傳
』康
和
二
年（1101

）点
も
m
・
n
韻
尾
を
書
き
分
け
て
い
る
こ
と
を
、
中
田

（1954
：996

）が
報
告
し
て
い
る
。

（
14
） 

以
下
、
本
稿
で
は
鼻
音
韻
尾
の
書
き
分
け
が
失
わ
れ
て
い
る
場
合
に
お
い
て
も
、
当
該
字
が
本
来
有
し
て
い
た
韻
尾
で
以
て
分
類
す
る
。

（
15
） 

本
資
料
に
は「
ン
」の
古
形
で
あ
る「
レ
」も
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
今
回
は「
ン
」と
同
等
に
扱
っ
た
。

（
16
） 【
表
4
‐
①
・
②
】は
と
も
に
声
点
と
仮
名
点
両
方
が
加
点
さ
れ
て
い
る
字
を
用
例
と
し
て
採
っ
た
の
で
、
仮
名
点
の
み
加
点
さ
れ
た
字
も
用
例
に

入
れ
て
い
る【
表
3
】と
は
数
値
が
異
な
っ
て
い
る
。

（
17
） 

但
し
、
2
‐
3
で
述
べ
た
よ
う
に
、
墨
筆
の
上
に
朱
筆
が
重
ね
て
加
点
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
若
干
の
例
外
は
あ
る
。

（
18
） 【
表
3
】の
n
韻
尾
字1348
例
は
声
点
な
し
の
用
例
含
む
の
で
、
こ
れ
と
は
数
値
が
異
な
っ
て
い
る
。

（
19
） 

通
番
25
・
63
・
97「
文
」、
76
・

101「
山
」字
な
ど
は
、
平
声
点
が
加
点
さ
れ
な
い
場
合
に
限
り「
ン
」表
記
が
現
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
声
点

と
鼻
音
韻
尾
の
表
記
の
関
連
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
、
n
韻
尾
字
に
対
す
る「
ン
」表
記
は
、
上
・
去
声
字
双
方
に
見
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、
巻
6

以
前
と
巻
7
以
降
で
偏
り
は
特
に
な
か
っ
た
。
但
し
、
巻
七
以
降
は「
ム
」表
記
が
大
多
数
を
占
め
る
よ
う
に
な
る
の
で
、
巻
6
以
前
よ
り
数
は

少
な
い
。

（
20
） 

本
資
料
の
声
点
の
加
点
や
鼻
音
韻
尾
の
表
記
は
一
貫
性
が
な
く（
同
じ
字
で
あ
っ
て
も
、
異
な
る
声
点
が
付
さ
れ
る
こ
と
や「
ム
」と「
ン
」両
方
の

表
記
が
見
え
る
こ
と
）、
ま
た『
広
韻
』の
声
調
と
も
ず
れ
る
と
こ
ろ
が
多
い
の
で
、
加
点
の
際
に
何
ら
か
の
韻
書
・
字
書
の
類
の
使
用
も
想
定
し

に
く
い
。
加
点
作
業
に
先
行
書
の
存
在
を
も
し
考
え
る
な
ら
ば
、
平
声
の
み
の
韻
書（
例
え
ば
、『
詩
苑
韻
集
』）か
字
書
を
用
い
て
、
ま
ず
は
本
文

に
平
声
点
の
加
点
を
し
て
か
ら
仮
名
点
を
付
し
、
そ
の
後
、
異
な
る
資
料
を
用
い
て
か
、
自
ら
の
知
識
を
以
て
し
て
上
・
去
声
字
に
も
声
点
を
加

点
し
、
同
じ
よ
う
に
仮
名
点
を
付
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
資
料
に
お
い
て
、
声
点
が
加
点
さ
れ
る
字
に
や
や
偏
り

が
あ
る
よ
う
に
見
え
る
こ
と
は
確
か
な
の
で（『
広
韻
』の
小
韻
代
表
字
と
同
じ
字
に
声
点
の
加
点
が
多
い
）、
先
行
書
を
考
え
る
こ
と
も
重
要
な

視
点
で
あ
る
。
今
後
考
え
た
い
。
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巻
十
四﹇

表
5
凡
例
﹈

　

本
表
は
、『
高
僧
傅
』に
お
い
て
、「
‐
ン
」表
記
が
一
度
で
も
用
い
ら
れ
た
鼻
音
韻
尾
字
を
全
て
抜
き
出
し
、
加
点
さ
れ
た
声
点
と
仮
名
点
の
関
係
を
巻

一

－

六
と
七

－

十
四
に
分
け
て
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。

・
原
音
が
n
韻
の
も
の
と
、
m
韻
の
も
の
と
に
分
け
、
例
数
が
多
い
も
の
か
ら
順
に
配
列
し
て
い
る
。

・
同
じ
字
で
あ
っ
て
も
、
異
な
る
声
点
が
加
点
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
字
は
、
各
々
別
に
掲
出
し
て
い
る
。

　

例
え
ば
、
通
番
1「
簡
」字
は
上
声
点
が
加
点
さ
れ
た
場
合
、
通
番
90「
簡
」字
は
平
声
点
が
加
点
さ
れ
た
場
合
の
数
値
を
示
し
て
い
る
。

・
＊
は
別
の
声
点
が
加
点
さ
れ
て
い
る
例
が
あ
り
、
そ
ち
ら
に「
‐
ン
」表
記
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

﹇
付
記
﹈

本
資
料
の
原
本
調
査
に
際
し
て
、
岩
屋
寺
・
興
福
寺
当
局
と
仏
教
学
大
学
院
大
学
日
本
古
写
経
研
究
所
よ
り
格
別
の
御
厚
誼
を
賜
り
ま
し
た
。
ま
た
、
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諸
先
生
方
か
ら
多
く
の
御
指
導
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
大
学
院
博
士
後
期
課
程
学
生
）
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SUMMARY

Regarding the Transcription of Nasal Final Consonants and  
their Marking in Kōsōden held in Iwaya-ji

Naoki Nakano

A manuscript of Kōsōden (Memoirs of Eminent Monks) spanning fourteen 
scrolls is included in the collection of Buddhist scriptures in Iwaya-ji (Aichi 
Prefecture). �e text is glossed with numerous kunten in both red and black ink. 
Kinsui, Yamada & Nakano (2015) estimate the date of the kunten glosses to be 
between late Insei and early Kamakura periods. �e estimate is wide since the 
kunten display characteristics attested in both the Insei and early Kamakura pe-
riods.

For this reason, it is di�cult to determine an exact date for the kunten in 
Kōsōden despite their large number. �e manuscript includes several colophons, 
though the relationship between these colophons and the added kunten is un-
clear.

In this paper, we look at the transcription of di�erent nasal �nal consonants, 
consider the date of the writing of the kunten, and discuss the principles of how 
different nasal final consonants are transcribed. There was a correspondence 
between the transcription of Sino-Japanese nasal �nal and their original Chinese 
pronunciations until the Insei period, but this was lost in the Kamakura period 
(except in some more conservative works). �us, the date of kunten can be de-
termined based on the manner in which nasal �nal consonants are transcribed. 
�is paper shows that the nasal �nal consonants in the kunten of Kōsōden are 
not in correspondence with their Chinese pronunciations, thus dating the kunt-
en at the early Kamakura period.

Whilst the transcriptions of nasal �nal consonants do not follow the origi-
nal Chinese pronunciations, this paper suggests that there may be a correspon-
dence between the transcription of nasal �nal consonants and characters’ tones 
as marked on the manuscript. This possibility has not yet been discussed in 
previous research; additional research using other manuscripts is required for 
further investigation.
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